
お兄さんお姉さん 
よろしくおねがいします 

▲校長先生の話を聞く児童たち▼ 

, 

爵 譲 

雛 

I 

‘
「
ー
年
生
に
な
っ
た
ら

ー
」
 

大
き
な
声
で
歌
い
ま
し
た
 

▲マイクを持って一人ひとり自己紹介 

●

元
気
に
あ
い
さ
つ
 

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
 

わたしたち今日から 1年生 

4月7日 

(7）広報かなぎ 



竿開葺葡釜策而簾賓講 平成11年度金木町褒賞磯 
平
成
十
一
年
度
金
木
町
褒
賞
授

与
式
が
三
月
二
十
三
日
、
役
場
大

会
議
室
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
躍
し
、
町
の
発
展
に
貢

献
し
た
三
十
七
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
 

授
与
式
で
は
、
鳴
海
町
長
と
三

潟
議
長
が
功
労
者
に
対
し
、
ね
ぎ
 
 

ら
い
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た

後
、
受
賞
者
に
褒
賞
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
浅
木
全
一
さ
ん
 

（
昭和
町
）
が

「栄
誉
あ
る
褒
賞

を
受
賞
し
、
身
に
余
る
思
い
で
す
。
 

今
後
も
、
決
意
を
新
た
に
町
の
発

展
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
」
と
謝
 
 

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

0
自
治
功
労
褒
賞
 

一
 
褒
賞
規
則
第
三
条
第
ニ
号

白
川
 
豊
則
 

（
町議
会
議
員
の
功
労
）
 

ニ
 
褒
賞
規
則
第
三
条
第
三
号

川
口
 
隆
 

（農
業
委
員
の
功
労
）
 

小
山
内
高
志

（
 
同
 
）
 

徳
田
 
長
弘

（
 
同
 

）
 

褒
賞
規
則
第
三
条
第
六
号

角
田
 
金
男
 

（行
政
協
力
委
員
の
功
労
）
 

津
島
 
信
一
 
（
 
同
 

）
 

⑨
特
別
功
労
褒
賞
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
一
号

浅
木
 
全
 

（
文
化財
審
議
委
員
の
功
労
）
 

白
川
 
哲
子
（
中
央
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
の
功
労
）
 

田
中
 
由
定
 

（
体育
指
導
員
の
功
労
）
 

山
中
 
治

（
短歌
の
功
労
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
三
号

阿
部
 
正
治
 

（
商
工
会役
員
の
功
労
）
 

白
川
 
昭
麿
（
 
同
 

）
 

斎
藤
 
鉄
矢
 

（農
協
役
員
の
功
労
）
 
 

白
川
 
照
男
（
 
同
 

）
 

津
田
 
文
則
 

（
転作
組
合
の
功
労
）
 

岡
田
 
京
子
（
防
犯
の
功
労
）
 

山
中
石
太
郎
 

（
交通
安
全
の
功
労
）
 

桑
田
 
昇
 

（
町内
事
業
所
永
年
勤
続
）
 

今
 

義
則
（
 

同
 

）
 

六
 
褒
賞
規
則
第
四
条
第
四
号

今
 

哲
一二
 

（
民
生
委員
の
功
労
）
 

徳
田
キ
ョ
エ
（
 
同

福
士
兼
次
郎
（
 
同

秋
谷
 
弘
子
 

（
保
健協
力
員
の
功
労
）
 

石
戸
谷
ト
キ
エ

小
山
内
カ
ッ
ミ
 

角
田
 
和
子

木
村
サ
チ
ョ

須
崎
 
洋
子

竹
内
 
照
子
 

鳴
海
 
春
枝

山
本
 
幸
子
 

沢
田
富
士
子
（
献
血
の
功
労
）
 

松
川
 
佳
澄

（
 
同
 

）
 

吉
田
 
秋
蔵

（
 
同
 

）
 

七
 
褒
賞
規
則
第
四
条
第
五
号

成
田
 

勉
（
消
防
の
功
労
）
 

工
藤
 
義
光
 

（納
税
組
合
の
功
労
）
 

桑
田
 
ツ
ギ

（
 
同

山
本
 
幸
子
（
 
同
 

×ー
伝
言
板
 

ノノ
 

＠
届
い
て
い
ま
す
 

●

三
月
四
日
 

ポ
ー
チ

（
黒
の
ビニ
ー
ル
製
）
 

朝
日
町
路
上
 

●

三
月
三
十
一
日
 

ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
攻
略
本

芦
野
公
園
内
 

心
当
た
り
の
方
は
、金
木
警

察
署
落
し
物
係
ま
で
。
 

＠
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た

い
方
は
役
場
企
画
観光
課
ま
で
。
 

／
 

×
 

お
詫
び
と
訂
正
 

広
報
か
な
ぎ
三
月
号
に
つ
い
て

▼
十
ペ
ー
ジ
 

「お
し
あ
わ
せ
に
」
欄
は
 

、
元
石
 
積

（
清
」廊
）
喜
良
市
 

「
千
田
真
規
子
（
正
義
）
中
里
町

で
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

、．ン 、ーノ 

~一、 ~ー、 ~一、 ノへ ~ーー、 ／一、 

~一、 ノへ 

同同同同同同同同 

、ーノ 、ー」ノ 、ーノ ~／ 

広報かなぎ（8) 
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参
讐
ザ
 ク

 

ク
 
ク
 
ク
 

治

子
久
範
夫
尚

吾
子

子
一
幸

定
京

道
博
寿
 

彰
桂
優
 
忠

谷
 

井
滝

谷
川

利
賀
川
谷

元
庭
海

福
黒
泉
白
浅

加
白
中

秋
桜
鳴
 

讐

脹
導
鶴

ク
ク
ク
讐
 

J
'1
 
1

」
 、
王
 

ー
 

端

灘
豊

鵬
好
軒
鱗

批

編
好
 

怖
今
枇
今
蕊
静
撮
 

館長 （斉藤 務） 
主事 桑田 美加
館長 （斉藤 務） 
主事 桑田 美九 

員
員

ン

ノ
員

用
調
一

J

技
 

信
子
子
子
栄

勝
愛
加
り
定
 

千
ゆ
 

川
田
藤
松
山

白

原
工
小
横
 

I 	 平成12年度 金木町職員配置図 
町 長 鳴海 義男

収入役 木 村 博 

助 役 角 田 昭次

教育長 中谷 照職 

◆ 
1 
階 

難
競
雌
雄
織

諺
博

軒
舟
論

謝
難
 

真
 

樹
翫

願
畔

細

ム
論
畑
柵
輪

細
皿
 

・
・
」仕
 
…
 
・
 
本
且
 

線
細
離
臨
ク

ク
ク
讐

導
ク

ク
 

i

総
J
4
1
 

、
王
 

税 務 課 健康福祉課 

中央福祉センター 
所長 （福井定治） 

保健センター 

晃

群

伽
敬

朕
軒
認

諺
将
好

野
静
 

恵

和
 

細
細
畔
線

朗

席

細
崎

印
胡
朋

朗
岬
 

・
・
佐

・
《
 
、
 
…

・
本
且
 

・
ト
 

蒜
納

桃
ク
掛

ク
 
ク
 
ク
庭
駐

ク
 ク
導
 

i

ー
総
J
l
 

・
 

？」
王
 

町 民 課 

生
嘉
子
子

寿
八
貞
り
 

今
眺

加
砲
 

難
警
 

会 計 課 水 道 課 
課長 田中 馨

補佐 吉崎 弘光
ク 今 義律

主事 鳴海美奈子

技員 今 智祐 

◆

2
階
 

◆

3
階

・
4
階

・
出
先
 

勤
鳩
雫
議
枯
動

群
軒
障
均

誌

鶴
鎖
軒
鰍
軒

確
 

恵
 

師
蘇
躯
略

翫
翫

齢
暁

馴
加
鶴
畔

礁
断

訓
融

緯
 

総

師
ク
ク
ク
讐
ザ

ザ
鷺

ク
ク頭
 

…
．
ー」
林
‘
 

、
王
 

・
 

、
王
．

.
 

J
 

課
 

務
 

総
 

事務次長田中 雅彦 
つがる西北五広域連合 

局長 （宮崎堅治） 

主査 田中留美子 

館長 （伊藤国博） 

所長 （伊藤国博） 
技員 岡田 健児 

主査 西村 司 

選挙管理委員会 

（事務局） 

公立金木病院 

海洋センター 

太宰治記念館 

民俗資料館 

誠
難
榔

麟
好
沿
ト
熱
か
渉

疏
辞
 

内
 

購

如
榊
解
船

柚
暗
裕
怜

加
伽
酬
 

・
・
佐・‘

一
 
、
二
 ‘
・
 
査「

ト
 

蒜
細
讐
ザ

琴
註

井
ク
ク
 

4
」
ー総
．
1
 

・
 
ー
 

、
王
一．

 

係長 （秋元 勲） 
技員 （古川秀武） 

労員 （千葉行雄） 

課
 

林
 

曲
辰
 

運動公園 

治

一
一
寛秀
子

鏡
修
泰

幸
智

谷
 

戸
谷
坂
島

川

石
秋

夏
津
松
 

線
桃
脹
ザ
 

企画観光課 

郵
妃

軒
、
鎌
」

畔
踊

瞬
実

諺
緋
 

賢
 
ひ
 

椅
細
概

帥
裕

今
糾
削
杯

眠
訓
栃
 

聾
臨
ク
ク
雌

血
導

ク
ク
ク
 

」
・
．

ー
 
．
一
 

、
王
 

課
 

設
 

建
 

教育委員会 

（事務局） 

教育次長伊藤 国博
総括補佐斉藤 務 

沢田 守

補佐 伊丸岡すみ
ク 山中 均

主査 竹内 拓人
主事 小山内順也 

古川 純一  

津軽三味線会館 

館長（石戸谷鏡治） 
総括補佐山口 信保
主幹 沢田 久子 

西村 英子
係長 角田 正樹  

主任保婦 

＝主任保健婦 

保婦＝保健婦 
技員＝技能員 
労員＝労務員 
用員＝用務員 
調師＝調理師 

調員＝調理員 

総括主保 
＝総括主任保育士 

議 会 
（事務局） 

ー般廃棄物処分場 

係長 今 
ク 伊藤 光俊 

農業委員会 
（事務局） 

局長 （伊藤 誠） 

次長 大橋 良昌
主任主査福井 裕子

主事 斉藤 和広 

局長 中野 博之

主任主査山口 幸子 

中央公民館 嘉瀬公民館 第 1保育所 第 2保育所 第 3保育所 第 4保育所 

館長 白川 	貢 館長 （白川 貢） 所長 山崎 紘二 所長 杉山倭文子 所長 （木田昭二） 所長 木田 昭二 

補佐 角田 論留 農業者トレセン 総括主保山中 光子 総括主保山田伊津子 総括主保外4崎 啓子 総括主保秋田 千幸 

主幹 津島 友子 館長 （白川 貢） ク 	山田 恵子 保士 白川恵久子 主任保士田中 照子 主任保士舛甚イエ子 

技員 柏谷 昌利 主任保士高橋 律子 ク 	沢田 智代 保士 成田 久子 保士 菊池希久子 
大学 恵子 ク 	成田ゆかり 調師 伊藤 優子 調師 伊丸岡紀子 

保士 藤本まっ子 ク 	山中 弘恵 用員 今 	郁子 

調師 津島 綾子 調師 阿部 きせ 
用員 原田 裕美 用員 松尾 久子 

金木小学校  川倉小学校  嘉瀬小学校  喜良市小学校  金木中学校  金木南中学校 

調員 山中ふみ子  用員 大橋 信政
調員 白川陸奥子  

用員 木村 清忠
調員 高橋 セコ

ク 川山ケイ子 

用員 松川 幸憲
調員 白川留美子
ク 奈良ノリ子

ク 神成 友子 

用員 鳴海 幸憲 
調員 小松ョシ子 
ク 大橋 啓子 

(9）広報かなぎ 



太
宰

を
し
の
ぶ
＠
嘱
ー
 

太
宰

と
そ
の
文
学
の
魅

力
 

太
宰
会
々
長
 

下
 

概
、
 
」共

軸
 

す
ず
め
 

『
雀
こ
』
二
）
 

な
げ
 

な
げ
 

む
が
し
こ
 
し
 

長
え
長
え
昔
噺
、
知
ら
へ
が
な
。
 

山
の
中
に
橡
の
木
い
っ
ぼ
ん
あ

っ
た
ず
お
ん
。
 

い
つ
 

時
め
て
っ
ぺ
ん
さ
、
か
ら
す
一
 

羽
来
て
と
ま
っ
た
ず
お
ん
。
 

か
ら
す
あ
、
が
あ
て
晴
け
ば
、
 

と
ち
 
み
 

お
 

橡
の
責
あ
、
一
つ
ぼ
た
ん
て
落
 

づ
る
ず
お
ん
。
 

ま
だ
、
か
ら
す
あ
、
が
あ
て
晴
 

と
ち
 
み
 

け
ば
、
橡
の
責
あ
、
 一
つ
ぽ
た
 

お
 

ん
て
落
づ
る
ず
お
ん
。
 

ま
だ
、
か
ら
す
あ
、
が
あ
て
暗

け
ば
、
橡
の
責
あ
、
 一
つ
ぼ
た

ん
て
落
づ
る
ず
お
ん
。
 

な
げ
 

む
が
し
こ
 

こ
p
愛
え
、
』
湯
」
は
、太
宰
 

作
品
『
雀
こ
」
の
冒
頭
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
十
年
七
月
、
』
篇

新
進
作
家
小
説
号
」
欄
に
『
玩
具
』
 

と
同
時
に
掲
載
さ
れ
た
原
稿
用
紙
十

二
枚
ほ
ど
の
作
品
で
す
。
昭
和
十
一

年
六
月
、
『晩
年
』
収
録
時
に
独
立

さ
せ
七
番
目
に
収
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
 「雀

こ
」
〈
井映
欝
二
か
一
津
軽

の
言
葉
で
。
〉
の
献
瀞
井
縁

呪
て
、
 

全
編
に
わ
た
っ
て
、
津
軽
方
言
で
描
 
 

か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
、
「雀

こ
』
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
 

イ
ベ
ン
ト
で
朗
読
 

こ
の
『
雀
こ
』
は
、
太
宰
治
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
と
き
、
よ
く
朗

読
さ
れ
ま
す
。
 

平
成
九
年
六
月
十
五
日
、
青
森
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
太
宰
治
 

ぷ
ん
さ
い
い
ん
た
い
ゆ
う
ち
つ
う
こ
 
じ
 

戒
名
「
文
採
院
大
織
始
膿
生
」
の
 

「
故
修
治
儀
五
十
回
忌
追
悼
の
会
」
 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
の
冒
頭
、
 

こ
の
『
雀
こ
』
が
朗
読
さ
れ
た
の
で

す
。
「
五
十
回
忌
追
悼
の
会
」
 
の席

上
で

躍

霧
」
の
朗
読
を
聴
き
、
太

宰
治
の
言
霊
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
ら

れ
、
そ
の
豊
か
な
表
現
力
と
津
軽
弁

の
軸
っ
て
い
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
さ
に
心

の
和
み
を
覚
え
た
も
の
で
す
。
 

津
軽
む
が
し
コ
 

L
っ
ぴ
つ
 

『雀
こ
」
の
執
筆
資
料
と
し
て
、
 

「津
軽
む
が
し
こ
集
」
（川
沿
湧
鎌

著

・
昭
和
五
）
と
 
「津
軽
口
碑
集
」
 

（
内
田邦
彦
著

・
昭
和
四
）
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
「津
軽
む
が
し
こ
集
」
 

と
 
「津
軽
西
北
の
む
が
し
コ
」
に
 

「長
え
む
が
し
コ
」
 
が書
か
れ
て
い
 
 

ま
す
。
こ
こ
で
、
津
軽
の
 
「む
が
し

コ
」
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
 

お
に
 

鬼
の
ふ
ん
ど
し
 

な
げ
え
、
な
げ
え
、
む
が
し
コ
し
 

お
に
 
て
ん
じ
ょ
う
 
ふ
ん
ど

し
 

ら
へ
が
な
。
／
鬼
あ
天
井
が
ら
揮
さ

げ
で
よ
ご
L
読
ど
。
／
ふ
ぱ
て
も
、
 

ふ
ぱ
て
も
、
長
え
ず
お
ん
。
／
ふ
ぱ
 

▲太宰さんも見ていたと思われる 
「津軽むがしこ集」と「津軽口碑集」 

て
も
、

ふ
ぱ
て
も
、

長
え
ず

お

ん
。
／
ふ
ぱ
て
も
、
ふ
ぱ
て
も
、
長
 

え
ず
お
ん
。
／
 

。
 

蔵
の
中
の
蚊
 

な
げ
え
、
な
げ
え
、
む
が
し
こ
し
 

ら
へ
が
な
。
／
大
き
だ
大
き
だ
裁
あ
 

く
ら
 

か
 

っ
た
ず
オ
ン
。
／
そ
の
蔵
の
中
ネ
蚊

ア
い
っ
ぱ
い
い
だ
ず
オ
ン
。
 ソ
ノ
戴
 

い
た
 
あ

な
 

の
板
サ
ち
っ
ち
ゃ
い
穴
コ
あ
い
で
ら

ず
財
ン
。
／
ブ
ー
ン
っ
て
へ
ば
、
蚊

一
匹
で
で
く
る
ず
オ
ン
。
／
ま
だ
、
 

ブ
ー
ン
っ
て
へ
ば
、
蚊
一
匹
で
で
く

る
ず
オ
ン
。
／
ま
だ
、
ブ
ー
ン
っ
て

へ
ば
、
蚊
一
匹

で
で
く
る
ず
オ
 

ン
。
／
 

。
 

あ
な
 

へ
び
の
穴
 

な
げ
え
、
な
げ
え
、
む
が
し
コ
し
 

の
は
ら
 

あ
な
 

ら
へ
が
ナ
。
／
野
原
ネ
へ
び
の
穴
ア
 

あ
を
 

あ
っ
た
ず
オ
ン
。
そ
の
穴
サ
へ
び
い

っ
ぱ
い
入
っ
て
ら
ず
オ
ン
。
／
ズ
ル

ラ
っ
て
へ
ば
、
へ
び
一
匹
で
で
く
る

ず
オ
ン
。
／
ま
だ
、
ズ
ル
ラ
っ
て
へ

ば
、
 へ
び

一
匹
で
で
く
る
ず
オ

ン
。
 ／
ま
だ
、
ズ
ル
ラ
っ
て
へ
ば
、
 

へ
び
一
匹
で
で
く
る
ず
オ
ン
。
／
・
・
 

む
が
し
こ
 

こ
の
「
長
え
昔
噺
」
は
、
津
軽
に

伝
わ
る
「
き
り
ね
ェ
話
」
「
眠
た
く

な
る
話
」
な
ど
と
も
い
わ
れ
、
子
供

が
い
つ
ま
で
も
昔
話
を
せ
が
む
の
を

は
ぐ
ら
か
す
た
め
、
く
り
か
え
し
語

る
の
で
す
。
子
供
雛
洞
E挿
て
く
り

か
え
さ
れ
る
と
、
眠
気
を
催
し

「も

う
、
い
い
デ
ァ
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
む
が
し
コ
を
知
ら

な
い
人
が
、
せ
が
ま
れ
た
と
き
に
使

う
奥
の
手
で
も
あ
り
ま
雛

こ
 

太
宰
さ
ん
も
、
こ
の
昔
噺
を
聞
い

た
記
憶
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
ま

た
『
津
軽
む
が
し
こ
集
」
を
み
て
い

た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
 
 

す
。
 

ぼ
く
 
よ
う
 

じ
大
正
十
二
年
に
書
い
ヂ
「
撲
吻
幼

遮

叱
い
う
津
島
修
治
の
綴
”
訪
尺
 

〈
叔
母
はよ
く
夏
の
夜
な
ど
蚊
帳
の
 

そ

、
え
 
ね
 

中
で
添
へ
寝
し
な
が
ら
昔
話
を
知
ら

せ
た
も
の
だ
い
織
は
お
叱
な
し
く
叔

母
の
出
な
い
乳
首
をく
は
い
な
が
ら

欄
い
て
居
た
。
（
中
略）
ど
ん
な
に

泣
い
て
居
る
時
で
も
、
昔
話
を
知
ら

せ
て
呉
れ
、
ば
す
ぐ
に
に
こ
に
こ
す

る
の
で
あ
っ
た
。
〉
と
書
い
て
い
ま

す
。
 

今
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞

雑
誌
な
ど
マ
ス
コ
ミ
や
ゲ
ー
ム
の
影

響
に
よ
っ
て
生
活
様
式
が
大
き
く
変

化
し
、
む
が
し
コ
を
語
る
人
も
、
そ

れ
を
聞
こ
う
と
す
る
子
供
た
ち
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

み
じ
け
え
む
が
し

コ
 

し
ん
せ
き
 
ば
 

私
も
小
さ
い
こ
ろ
、
親
戚
の
婆
さ

ま
に
せ
が
ん
で
、
む
が
し
コ
聞
い
た

も
ん
で
す
。
あ
ま
り
し
つ
こ
く
か
が
 

ま
ん
じ
ゆ
・
つ
 

る
と
、
「鰻
頭
ア
十
二
あ
っ
た
ど
。
 

『む
つ
、
む
つ
（
六
つ
）」
と
く
っ
た

け
ア
、
な
ぐ
な
っ
た
ど
、
と
っ
ち
ぱ

れ
」
。
決
め
手
は
 
「む
が
し
ア
、
む

っ
つ
け
で
、
は
な
し
ア
、
は
ん
つ
け

だ
ず
オ
ン
。
と
っ
ち
ば
れ
。
」
と
、
 

は
ぐ
ら
か
さ
れ
ま
す
。
し
た
ば
っ
て
、
 

同
じ
む
が
し
コ
で
も
、
あ
ぎ
ね
で
、
 

む
っ
た
ど
聞
い
だ
も
ん
だ
な
あ
。
こ

れ
で
、
と
っ
ち
ば
れ
。
 へ
ば
、
ま
だ

な
：
：
。
 

広報かなぎ⑩ 
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(
 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

気
管
支
端
息
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
児
の
 

自
宅
で
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
 

小
児

科
 
佐
々
木
 
伸
 
也
 

近
年
、
瑞
息
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患

に
か
か
る
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
 

ア
レ
ル
ギ
ー
と
は

「過
敏
な
反
応
」
 

の
こ
と
で
す
。
気
管
支
瑞
息
は
空

気
の
中
に
含
ま
れ
る
物
質
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
皮
膚
に
接
触
す

る
物
質
に
対
し
て
の
ア
レ
ル
ギ

ー
 

反
応
と
も
い
え
ま
す
。
今
回
は
軽

視
さ
れ
が
ち
で
、
か
つ
実
は
非
常

に
重
要
な
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
児

の
自
宅
で
の
物
理
的
な
環
境
整
備

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

〈
気
管
支
瑞
息
児
〉
 

●

ダ
ニ
・
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
対
策
 

◇
じ
．ゆ
う
た
ん
、
布
製
ソ
フ
ァ
ー
、
 

ぬ
い
ぐ
る
み
、
ペ
ッ
ト
、
観
葉
植

物
な
ど
は
ダ
ニ
の
格
好
の
す
み
か

と
な
り
、
こ
れ
ら
を
除
去
す
る
だ

け
で
も
ダ
ニ
生
息
数
が
桁
違
い
に

減
少
し
ま
す
。
検
査
で
ダ
ニ
・
ハ

ウ
ス
ダ
ス
ト
ア
レ
ル
ギ
ー
が
証
明

さ
れ
た
児
の
家
庭
で
は
、
少
な
く

と
も
寝
室
で
は
じ
ゆ
う
た
ん
を
除

去
し
、
部
屋
の
つ
く
り
を
シ
ン
プ

ル
に
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。
 

◇
寝
室
は
毎
日
掃
除
を
し
ま
し
ょ
 
 

う
。
掃
除
機
も
紙
パ
ッ
ク
式
の
ダ

ニ
を
捕
捉
す
る
も
の
が
よ
い
で
す
。
 

◇
他
の
じ
ゆ
う
た
ん
の
部
屋
は
少

な
く
と
も
三
日
に
一
回
は
一
2m
あ

た
り
十
五
秒
か
ら
二
十
秒
以
上
、
 

本
人
の
い
る
と
き
を
避
け
て
丁
寧

に
掃
除
機
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
 

（寝
室
と
同
様
の
簡
単
な
つ
く
り

に
し
た
方
が
、
掃
除
は
楽
で
す
。）
 

◇
寝
具
類
は
天
気
の
良
い
日
は
干

し
て
く
だ
さ
い
。
か
わ
り
に
布
団

乾
燥
機
を
使
用
し
て
も
非
常
に
効

果
的
で
す
。
そ
の
後
は
た
た
く
よ

り
も
じ
ゆ
う
た
ん
と
同
様
、
掃
除

機
で
両
面
を
時
間
を
か
け
て
吸
う

方
が
重
要
で
す
。
週

一
度
が
目
安

で
す
。
 

◇
シ
ー
ツ
、
布
団

・
枕
カ
バ
ー
は

少
な
く
と
も
毎
週
洗
濯
し
て
く
だ

さ
い
。
防
ダ
ニ
も
市
販
さ
れ
て
い

ま
す
。
枕
の
中
身
は
ソ
バ
な
ど
を

避
け
、
 パ
イ
ル
が
理
想
で
す
。
 

◇
ダ
ニ
は
死
骸
の
か
け
ら
、
糞
に

も
抗
原
性
が
あ
り
ま
す
。
布
団
や

毛
布
の
掃
除
機
が
け
や
丸
洗
い
、
 

家
屋
内
の
ほ
こ
り
と
り
ゃ
雑
巾
が

け
は
非
常
に
効
果
的
で
す
。
 
 

◇
ダ
ニ
は
高
温
低
湿
度

（
五
〇
、
 

六
〇
％
）
に
弱
い
と
さ
れ
ま
す
。
 

夏
場
や
昼
間
、
掃
除
の
際
に
部
屋

の
換
気
を
し
除
湿
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
た
だ
し
、
花
粉
症
で
は
花
粉
飛

散
時
期
の
窓
開
け
は
花
粉
が
つ
い

た
り
、
室
内
に
入
り
残
留
し
た
り

す
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

◇
以
上
を
二
、
三
か
月
以
上
継
続

す
る
と
、
ダ
ニ
や
ほ
こ
り
が
と
れ
、
 

効
果
が
現
れ
る
と
さ
れ
ま
す
。
 

過
度
に
神
経
質
に
な
ら
ず
、
継

続
を
目
標
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
 

●

煙
 
対
 
策
 

端
息
児
に
限
ら
ず
ゼ
イ
ゼ
イ
し

や
す
い
子
の
家
庭
で
は
 「
き
れい

な
空
気
」
 
に心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
 

特
に
煙
は
直
接
増
悪
因
子
で
、
 

か
つ
努
力
次
第
で
除
去
可
能
で
す
。
 

煙
草
、
線
香
、
花
火
、
わ
ら
焼
き
、
 

ス
ト
ー
ブ

（F
F
で
な
い
も
の
）
 

な
ど
で
す
。
端
息
児
の
家
庭
で
は

禁
煙
が
原
則
で
す
。
薬
を
飲
ん
で

い
る
か
ら
、
吸
入
を
し
て
い
る
か

ら
、
空
気
洗
浄
機
が
あ
る
か
ら
、
 

他
の
部
屋
で
吸
っ
て
い
る
か
ら
、
 

今
調
子
が
よ
い
か
ら
…
等
々
の
理

由
は
全
く
煙
草
を
正
当
化
し
え
ま

せ
ん
。
気
管
が
過
敏
な
状
態
の
子

は
同
じ
場
所
に
い
な
く
て
も
、

一

回
の
受
動
喫
煙
で
せ
っ
か
く
の
治

療
が
台
無
し
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
わ
ら
焼
き
も
農
家
の
皆
さ
 
 

ん
が
減
ら
す
よ
う
に
努
力
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
 「わ
ら
焼
き
時
期

の
瑞
息
発
作
」
 
で
受
診す
る
子
も

さ
ら
に
少
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

●

そ
 
の
 
他
 

◇
薄
着
を
心
が
け
、
風
呂
上
が
り

に
足
だ
け
で
も
水
か
ぶ
り
を
し
、
 

温
度
の
変
化
に
対
応
で
き
る
丈
夫

な
体
に
し
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
も

一
緒
に
や
る
と
長
続
き
し
ま
す
。
 

◇
現
在
の
気
管
支
瑞
息
の
治
療
は
、
 

生
じ
た
発
作
を
止
め
る
「
後
手
の
」
 

治
療
よ
り
も
、
環
境
整
備
、
内
服
、
 

吸
入
な
ど
で
発
作
を
前
も
っ
て
予

防
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
重
症
化
、
 

成
人
化
を
防
ぐ

「先
手
の
」
治
療

の
ほ
う
が
よ
り
重
要
で
す
。
 

〈
ア
トピ

ー
性
皮
膚
炎

児
〉
 

●

ス
キ
ン
ケ
ア
 
皮
膚
の
清
潔
、
 

皮
膚
の
保
湿
、
刺
激
の
回
避
が
重

要
で
す
。
 

◇
き
つ
め
の
服
や
首
、
額
に
あ
た

る
よ
う
な
髪
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
 

◇
毎
日
入
浴
し
、
汗
や
汚
れ
は
長

時
間
皮
膚
に
残
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
朝
シ
ャ
ワ

ー
 

を
浴
び
る
の
も
効
果
的
で
す
。
 

◇
石
鹸
、
シ
ャ
ン
プ
ー
を
使
用
す

る
と
き
は
洗
浄
力
の
強
い
も
の
 

（
皮
脂ま
で
と
っ
て
し
ま
う
も
の
）
 

は
避
け
、
か
つ
後
残
り
し
な
い
よ

う
に
十
分
に
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。
 

◇
洗
う
際
強
く
こ
す
ら
な
い
で
く
 
 

だ
さ
い
。
傷
が
つ
い
た
り
、
皮
脂

ま
で
と
れ
て
刺
激
を
受
け
や
す
く

な
り
ま
す
。
ス
ポ
ン
ジ
は
必
要
で

な
く
、
手
で
泡
立
た
せ
る
よ
う
に

し
て
洗
う
だ
け
で
も
い
い
の
で
す
。
 

◇
熱
い
お
湯
や
ほ
て
る
入
浴
剤
、
 

暑
い
室
内
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
保
湿
剤
は
皮
膚
の
乾
燥
防
止
に

有
効
で
す
。
刺
激
に
な
り
に
く
い

も
の
を
選
ん
で
利
用
し
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
処
方
も
で
き
ま
す
。
 

◇
爪
は
短
く
し
、
引
っ
か
き
傷
が

で
き
る
の
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
 

◇
服
は
刺
激
の
少
な
い
木
綿
が
勧

め
ら
れ
ま
す
。
残
留
洗
剤
の
な
い

よ
う
洗
濯
後
十
分
す
す
い
で
、
ゆ

と
り
を
も
っ
て
着
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

●

食
生
活
、
そ
の
他
に
つ
い
て
 

◇
ダ
ニ
対
策
は
前
に
準
じ
ま
す
。
 

◇
食
物
ァ
レ
ル
ギ
ー
が
証
明
さ
れ

た
方
は
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
野
菜
、
魚
、
海
草
、
食
物
繊
維

の
摂
取
を
心
が
け
、
動
物
性
脂
肪
、
 

菓
子
、
噌
好
飲
料
、
即
席
食
品
の

過
剰
摂
取
は
皮
膚
炎
を
増
悪
さ
せ

る
の
で
控
え
ま
し
ょ
う
。
 

◇
か
ゆ
い
→
ひ
っ
か
く
→
傷
つ
く
 

→
刺
激
を
受
け
る
→
か
ゆ
く
な
る
、
 

と
い
う
悪
循
環
を
外
用
薬
な
ど
で

断
ち
切
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
 

（
以
上
は昨
年
度
の
金
木
病
院
講

演
会
で
発
表
さ
せ
て
頂
い
た
も
の

の
一
部
を
修
正
し
た
も
の
で
す
。）
 

ql）広報かなぎ 
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広報かなぎ回 

三
月
届
出
分

お
め

で

と

う
 

成
田
 
費
働

（祐
則
）
中
柏
木

中

村
誠
意

（俊
一
）
喜
良
市
 

競
轟

一響
慧
 

大木泉柳古 
佐 .1-4. -’.. こ電 III 
指村谷津川
賀 1'J ’ロー n“ノII 
千ち夢豊美惇贈遥芸

融花か里曹矢や飛ひ 

川金川金喜 
良 

倉木倉木市 

金金市川 
浦 

木木村倉 

「
山
田
真
由
美
（
行
政
）
金
 
木
 

山

中
 
さ
た

（8
3才
）
 

、
猪
原
 
健

（
斉

）
青
森
市
 
山

中
 
き
わ

（9
1才
）
 

「
中
元
 
美
樹
（
亮
治
）
金
 
木
 
太

田
 
膿
子

（6
8才
）
 

、
桑
田
 
久
光

（
茂

）
喜
良
市
 
伊

藤
三
次

郎
（
8
9才
）
 

「
鎌
田
 
樹
里

（
孝
人）
嘉
 
瀬
 
斉

藤
岩
次

郎
（
7
3才
）
 嘉嘉金嘉嘉 

斉伊太山山原

藤藤田中 中田 

、．ノ 

お
し

あ
わ

せ
に
 

白

川
妃

都
美
（
5
8才
）
金
 

（
平
山
 
善
弘

（
善則
）
木
造
町
 

原
田

ミ
ド
リ
（
6
8才
）
藤
 

お

く
 
や
 
み
 

（
尚
宏）
 

（忠
一
）
 

（
公
生）
 

（
隆之
）
 

（尋
嗣
）
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に

住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は

町
民
課
窓
口
に
届
出
の
際

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

工松鳴

藤川海 

川嘉嘉蒔

倉瀬瀬田 

3 月末現在 前年同月比 

男 	5, 758人 △ 62人 

女 	6, 320人 △ 48人 

計 12,078人 △ 110人 

世帯数 4,045 	109 

義
雄

（7
2才
）
喜
良
市
 

力
（
5
1才
）
嘉

松
衛
門

（9
3才
）
川
 

戸

匡
ョ
 

1

籍

＞
 

1

の
 窓

 

白 

川 

秋

元
 
ナ
ョ

（8
9才
）
 

キ
ナ

（8
8才
）
 

／
 

×
 

人

口
と
世
帯
 

「
、
 

ノ
 

、 

	ノ 


